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1.  はじめに

　マルクスのプランにあった「世界市場・国際商業・国家」の三層構造につ
いては、すでに何度か論じてきた。19世紀の工業化と世界市場拡大の時期
の歴史的制約により、マルクスは「資本の世界性」について検討することは
できなかった。一方、マンデルは、資本の自由移動と国家による金融政策、
外国為替相場制度の安定性の三者の関係として捉え、固定為替相場制度と変
動為替相場制度のもとでの財政政策と金融政策の有効性を検討しようとし
た。このマンデルの「不可能な三角形」における、資本移動の自由のもとで
国家の経済政策がうける制約の問題について、あらためて「資本の世界性」
と「国家の領域性」との対立を「国際商業・外国為替制度」が調整するメカニ
ズムとして、グローバルなGCES構造を提起した。（杉㟢、2009、2014）これ
は、マルクスの「国際貿易論」に依拠した世界システムの三層構造のプランを、
資本が自由な移動性を獲得した世界における三層構造として捉え直すことに
ほかならない。このGCES構造と、そこでの「制度設定者のレント」をめぐ
る闘争について、これまで考察してきた論点を整理することが本稿の課題で
ある。その際、GCES構造論は、世界システムを分析するうえでの方法的基
礎をなすものとしてある。本稿は、これまでに提示した論点を命題として整
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理したものであり、その実証は別の機会にゆずりたい。

2.  世界システムの GCES 構造と「制度設定者のレント」をめぐる闘争

命題 1　世界市場において資本の自由移動が可能な世界システムは、GCES
（Global Capital Exchanges States）構造として表わすことができる。

　「世界市場・国際商業・国家」（マルクス）の三層構造は、国際貿易を軸に
資本主義の世界市場創出傾向を明らかにしようとうするプランではあった
が、プランの域を出ず、世界市場と国家の矛盾も明確に捉えられていなかっ
た。資本移動の自由が、ケインズ的な財政・金融政策を拘束することを、外
国為替制度との関連で明らかにしたのがマンデルの「不可能な三角形」であ
る。マンデルには、「資本の世界性」と「国家の領域性」、なかんづく「国家に
よる資本賃労働関係を軸とした社会的諸関係の統括」についての洞察があっ
たわけではなく、あくまで政策選択を問題にしたにすぎなかった。しかし、
資本主義が労働力商品化の無理を領域国家 Sのもとで統括する一方で、資本
移動の自由を獲得した「世界的資本GC」は国家間を自由に移動し、そのこと
によって国家を商品として対象化するのであって、その両者の関係を調整す
る「国際商業・外国為替制度 E」という三者の関係を、成層的な関係として
ではなく、相互に不可分で対立し合いながら、調整を必要とするシステム関
係として捉える端緒を創ったのは「マンデルの不可能な三角形」であったと
いってよい。これらを総括するものとして、世界システムをGCES（Global 

Capital Exchanges States）構造として表わすこととする。

命題 2　世界システムとしての GCES（Global Capital Exchanges States）
構造のもとでは、「制度設定者のレント」をめぐる闘争（対立と協調）があらゆ
る方向に展開する。

　世界的に移動の自由を獲得した「世界的資本GC」と「領域的国家 S」との間
には根本的な矛盾が存在する。なぜなら、無国籍なGCは利潤の最大化をも
とめて自由に国家間を移動するのに対して、領域的国家 Sは、GCの移動を
規制して国内政策に順化させようとするからであり、そのための制度を設定
し、レントを獲得しようとするからである。これに対して、GCは、世界的
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拡張性（「世界市場創出傾向」）を可能にする制度設定を行おうとする。GCが、
グローバルな同質的市場制度を設定して自由な移動を可能にしようとするの
に対して、Sは、統括する資本賃労働関係と他の社会的諸関係に即して制度
設定を追求するため、両者の間には根本的な矛盾が存在する。
　GCES構造においては、GCと Sの間の矛盾は、Eにおいて調整される。そ
の際、Eのメカニズムは、GCにプラットホームとしての国際資本市場を提供
する中心部と、自由な移動を受け入れる周辺部との間で、中心・周辺（κ~π） 
関係を構成し、そのことによって、不均等で多様な資本主義の発展をもたら
す。かくして、世界システムとしてのGCES構造のもとでは、GCの自由な
移動を通じて、「制度設定者のレント」をめぐる闘争（対立と協調）があらゆる
方向に展開する。これはGCがその自由を獲得するために、既存の制度の改
編を要求するからである。かくしてGCはこの世界システムにおいて、自由
の先導者であり、制度設定者であるが、既存の制度と社会関係に対する破壊
者としての役割もはたすことになる。このような破壊者としての「暴力性」
が容認されるのは、その闘争（対立と協調）の両義性が、市場メカニズムの
もとでは、経済活動の内に不可視化されるからである。

命題3　世界システムとしてのGCES構造のもとでは、国家は対外国家と対
内国家に分離し対立する契機をもつ。

　GCES構造のもとでは、圧倒的なGCの前に小国 Sは、GCの要求を受容
する対外国家と、国内の社会的諸関係の利害を代表する対内国家とに分裂す
る可能性に、常に晒されている。
　ここではGCは Sの政策に順化するべき対象ではなく、国内資本DCとも
対立し、国内資本DCと賃労働 L関係や他の社会的諸関係 Rとも対立する契
機をもつ進入者であるが、その闘争（対立と協調）の両義性は、市場メカニ
ズムのもとでの自由な経済活動として不可視化される。

命題4　世界システムとしてのGCES構造は、対外国家と対内国家の結節が
分裂する契機をもち、かつ対内国家が資本賃労働関係とその他の社会的諸関
係を統括するシステムを内包していることから、その構造は次のように定式
化される。
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　ここでは、GCESの構造は次の諸要素により分節化される。
GC世界資本；Eκ~π為替（中心・周辺）；Sn国家 n；Sσ対外国家；Sχ対内国家；
DC国内資本；L労働；R他の社会構成体；BCP Border Crossing People 越境
する人々である。

命題 5　世界システムとしての GCES 構造は、根本的に不安定にならざるを
えない。これは、GC が利潤の最大化を追求する私的資本であって、世界シ
ステムに対して責任を負う世界国家 GS としての、人類的な公共性を持ち得
ないためである。

　GCによる小国 Sへの内部浸透と Sの商品化により翻弄される小国群は、
国家連合や国際機関の力を借りてGCを規制しようとするが、世界的なピラ
ミッド構造の上層部によって構成される上層的世界国家ではなく、BCPを
含む世界の困窮者総体に責任を負う世界国家GSを構成することなしには安
定しえない。

3.  小　括 ―― 膨張する GCES 構造がもたらす危機

　今にして思えば牧歌的でさえあるマルクスの「世界市場・国際商業・国家」
の三層構造の時代から、200年もたたないうちに、資本主義は、際限なく膨
張するGCES構造を制御する有効な手段をもちえないまま、不均衡を拡大し
ながら地球規模の環境の上限に達しようとしているかのようである。それ自
体、本来は人間の労働の果実であるべきGCを、人類知によってコントロー
ルすることが現代的課題として求められている。
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